



























 　 施鴻保撰・来新夏校『閩雜記』巻 9 ・五帆船（福建人民出版社、1985年）、149頁：興、泉、漳等處海汊中，
有一種船，專運客貨與渡人來往者，名五帆船。其中婦人名曰白水婆，自相婚配，從不上岸。……
３　 呉高梓「福州疍民調査」（初出は『社会学界』第 4 巻、1930年）李文海等編『民国時期社会調査叢編』 1 編・
底辺社会巻・下（福建教育出版社、2004年）、576頁；鄒德珂・項孝挺「福州市台江区小船戸各種統計及其生














































































































































19　 前掲『漢書』巻28・地理第 8 下、1669頁：……文身斷髮，以避蛟龍之害。（應劭曰：常在水中，故斷其髪，
文其身，以象龍子，故不見傷害也。）後二十世，至句踐稱王，與呉王闔廬戰，敗之雋李。……後五世為楚所滅，
子孫分散，君服於楚。後十世，至閩君揺，佐諸侯平秦。漢興，復立揺為越王。
20　 李調元『粤風』巻 1 ・蛋歌、張智編『中国風土志叢刊』（廣陵書社、2003年）、16頁：蛋有三：蠔蛋、木蛋、
魚蛋。寓潯者乃魚蛋，未詳所始。或曰蛇種，故祀蛇于神宮也。















































































































































明嘉靖元年 114 —— 明嘉靖五年 1 ——




明萬曆十一年 110 146丁 明成化十八年 80 ——
瓊山（広東） 明正德七年 183 —— 明萬曆四十一年 188 ——
臨高（広東） 明正德七年 221 —— 靈山（広東） 明嘉靖十一年 5 15
文昌（広東） 明正德七年 230 —— 欽州（広東） 明嘉靖十一年 11 104
會同（広東） 明正德七年 88 —— 興寧（広東） 明正德年間 38 ——
儋州（広東） 明正德七年 333 —— 會來（広東） 明萬曆三十一年 1 ——
昌化（広東） 明正德七年 12 ——
潮陽（広東）
明洪武二十四年 41 ——
萬州（広東） 明正德七年 77 —— 明嘉靖四十五年 15 ——
崖州（広東） 明正德七年 349 ——
香山（広東）
明洪武二十四年 2620 ——
感恩（広東） 明正德七年 56 —— 明成化八年 181 ——




明天順六年 291 —— 明成化年間 180 ——
明萬曆四十一年 188 —— 韶州（広東） 明嘉靖年間 297 ——
澄邁（広東）
明正德七年 152 —— 仏岡（広東） 清道光年間 108 415




清順治十年 58 —— 清嘉慶十九年 2137 ——
容県（広西）
明萬曆年間 約300余 —— 清道光十年 1166 ——
清康熙四十年 約80余 —— 順德（広東） 清咸豊年間 約5000 約25400
北流（広西） 清乾隆年間 約50余 —— 增城（広東） 清乾隆年間 27 ——
蒼梧（広西） 清嘉慶年間 298 —— 藤山（福建） 民国 1000以上 ——
































































































県別 戸数 人口数 県別 戸数 人口数 県別 戸数 人口数 県別 戸数 人口数
福州 1397 7540 邵武 —— —— 歸化 —— —— 漳平 —— ——
厦門 —— —— 南平 174 811 建陽 23 29 寧洋 —— ——
閩侯 1286 6062 尤溪 —— —— 泰寧 1 11 龍溪 2119 11063
閩清 42 264 松溪 —— —— 漳浦 —— —— 清流 —— ——
平潭 —— —— 建甌 244 498 海澄 30 82 連城 —— ——
古田 36 125 光澤 17 57 南靖 95 537 羅源 80 382
永泰 —— —— 政和 —— —— 長泰 —— —— 南安 —— ——
福清 —— —— 將樂 —— —— 平和 158 1763 晉江 —— ——
屏南 —— —— 順昌 1 6 詔安 325 2885 惠安 —— ——
寧德 978 2777 思明 —— —— 東山 —— —— 壽寧 —— ——
同安 91 99 仙遊 —— —— 上杭 —— ——
莆田 —— —— 建寧 —— —— 龍嚴 —— ——



























地区 調査年／調査機構 戸数 人口数
広州 民国十七年／公安局 19332 61944
広州 民国十八年／公安局 15717 49450
広州 民国十九年／公安局 9171 30837
広州 民国二十年／公安局 18308 60839
広州 民国二十一年／公安局 総局：18621 四分局の合計：17724 総局：65752 四分局の合計：123910
広州 民国二十一年／社会局 21099 101236
広州（警区） 民国二十四年／公安局 24149 77426
香港 民国十年／政庁 —— 71154
香港 民国二十年／政庁 —— 70093

































66　 范成大撰・嚴沛校注『桂海虞衡志』巻 8 ・志蟲魚（広西人民出版社、1986年）、65頁：珠，出合浦海中，有珠
池。蜑戸没水採蚌取之。




























































『（同治）番禺県志』巻 6 ・輿地志 4 ：諸蛋以艇為家，是曰蛋家。
『（咸豐）順德県志』巻 6 ・經政略 1 ・蜑戸：県境蜑民統屬埠保三十三名，約共五千餘戸，男婦約共二萬五千四百餘口。
『（民国）東莞県志』巻22・經政略 1 ：康熙五十年，……通県共戸八千六百七十四（民竈匠僧蛋俱在内）。







































『（嘉靖）欽州志』巻 3 ・食貨 2 ・田賦・魚課：欽州原額蛋民丁九十九，……實在八十一丁，……蛋民貧，難追徵。
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　以上の記載より読み取れるように、広東の蜑民の分布範囲は広いが、特に珠江流域に集中してい
る。具体的には韓江水系の潮州府（大埔・饒平・揭陽・澄海・潮陽）と嘉応州（程郷県・興寧県）、
東江水系の恵州府（歸善・博羅・長寧・海豊・興寧・龍川）に分布し、北江水系の韶州府（曲江・
英徳・保昌・乳源）と仏岡庁にも広がっている。また、西江水系の羅定州にも蜑民が集まっていた。
さらに、広州府の番禺・南海（現在の広州市）を中心にして、珠江デルタの三水・東莞・順徳・新
安（割譲と租借以前の香港は新安県の一部）・香山（割譲以前の澳門は香山県の一部）・新会などの
県にも蜑民が多数集まっていた。その他、南部の沿海域及び海南島の雷・欽・廉・瓊・崖にも分布
している。さて、康熙帝の時代に広州に海関が置かれ、広東十三行を指定し、乾隆二十二年（1757）
になると外国との交易を広州一港に限定した。それゆえ、広州は中国最大の港として発達して、貨
物の集散地となった71。すると、貨物輸送のための渡船と運搬労力の需要が急速に増加したと予測
される。蜑民が貨物運搬に従事した可能性は強く、清代中期の広州に多数の蜑民が集まる要因となっ
たであろう。
　最後に明清代の広西蜑民の分布を検討してみよう。広西の蜑民は元々西江水系の梧州府を中心に
して潯州府・思恩府に広がっていた。北は桂林府・平楽府・柳州府に蜑民がいるが、南は南寧府・
鬱林州にも分布する。
71　前掲『漂海民』、185頁。
（13）瓊州府の瓊山県・澄邁県・臨高県・文昌県・會同県・樂會県・儋州・昌化県・萬州・陵水県・崖州・
感恩県
『（正德）瓊臺志』巻10・戸口：正德七年，蛋戸一千九百一十三戸。瓊山県：蛋戸一百八十三、澄邁県：蛋戸一百五
十二、臨高県：蛋戸二百二十一、定安県：無、文昌県：蛋戸二百三十、會同県：蛋戸八十八、樂會県：蛋戸一百一十
二、儋州：蛋戸三百三十三、昌化県：蛋戸一十二、萬州：蛋戸七十七、陵水県：蛋戸一百、崖州：蛋戸三百四十九、
感恩県：蛋戸五十六。
（1）桂林府
『（雍正）廣西通志』巻128・藝文・雜記：桂林、象郡秦漢始𨽻𨽻職方。其地多危巒，怒江虎蹲電激。其人多山猺水蜑，
被卉食生，往往阻聲教而尋干戈。
（2）平楽府の平楽県・賀県信都郷
『（康熙）平楽県志』巻 6 ・猺獞・附蜑戸：蜑一作䗺，……洪武初將蜑人編戸立長，屬河泊所。
『（民国）信都県志』巻 3 ・賦税：蛋戸，魚油魚課銀十九両八厘。
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　アヘン戦争後、南京条約によって広州・厦門・福州・上海・寧波五港を開き、香港を割譲したこ
とは蜑民の生活に新しい段階を開き、港湾への依存度を高くさせた72。すると、清末になって福建
と広東の蜑民は厦門・福州・広州・香港により多く分布するようになった可能性がある。民国にお
ける蜑民の地域分布について、陳序經は「福建では沿海と閩江に蜑民が存在し、福州が最も多い。
広東では蜑民の地理的分布は三つにわけられる。第一は珠江流域、広州を中心として、珠江の本流
である西江・東江・北江にまたがり、その地域で蜑民が多いのは番禺・南海・三水・順徳・香山・
新會・東莞の各県にわたる。第二は沿海一帯、東は汕頭より西は北海に及び、海南島の沿海一帯な
72　前掲『漂海民』、185頁。
（3）梧州府の蒼梧県・藤県・容県
『（雍正）廣西通志』巻113・藝文・国朝・疏：梧州一府，居兩廣之中，扼三江之要。設有官兵一千名，應留五百名守
護策應，應調五百名直抵潯南一帶，設立哨船汛防河道，此為全省之襟喉，各府之脈絡，最為喫緊。且猺獞蜑賊往往沿
河截刼。……
『（嘉慶）廣西通志』巻279・列傳24・諸蠻 2 ・蜑：蒼梧蜑人計二百九十八戸，有蜑頭二名領之。
『嘉慶重修一統志』巻469・梧州府・苗蠻・蜑：在蒼梧県計二百九十八戸，有蜑頭二名領之。
『（同治）蒼梧県志』巻 6 ・風土志下・附猺獞・附蜑戸：原分八甲，梧城甲、沙尾甲、長行河口甲、平埇甲、泗化洲甲、
榕樹潭甲、黎埠喙甲、（界外）安平江口甲。按蜑戸今聚泊於梧城、戎墟、下郭、泗化洲、榕潭等處。
『（雍正）廣西通志』巻93・諸蠻・蠻疆分隷：藤県，瀕河者曰漁蜑，操舟獵魚為業。
『（光绪）容県志』巻28・水蛋：国初郡城多故，運載軍需籍蛋戸為水軍，禁遏魚艇，令改舟合戰。
（4）鬱林州の北流県
『（乾隆）重修北流県志』紀事志巻 9 ・餘錄：蛋戸者以其艇小而圓，故謂之蛋。約五十餘家，泊居河干。
（5）柳州府の象州
『（乾隆）象州志』巻 4 ・諸蠻・蛋：蛋人涉海而居，或浮家江濱，世世以舟為家。
（6）潯州府の桂平県
『（民国）桂平県志』巻31・風俗・附猺獞種族攷・蜑家：論今日之蜒，浔州兩江有住家之船，名為五篷船，大小不等。
各處步口，又有小漁舟，皆住眷屬，本處人呼為蜑家。
（7）南寧府の宣化県・新寧県
『（雍正）廣西通志』巻93・諸蠻・蠻疆分隷：宣化県……蜑人有五姓，麦、濮、呉、蘇、何，以舟為居，無土著，唯
捕魚裝載以供食。
『（嘉慶）廣西通志』巻279・列傳24・諸蠻 2 ・蜑：宣化蜑人有五姓，麦、濮、呉、蘇、何，以舟為居，以魚為食。
『（光緒）新寧州志』巻 4 ・諸蠻：蜑則瀕水而居，操舟為業，不事耕織，平日惟捕魚供食者也。……蜑則沿江有之。
（8）思恩府の賓州
『（萬曆）賓州志』巻 4 ・徭役：蜑戸李姍等，遞年送納魚油銀貳兩貳錢。
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どのあたりにも分布している。かつて欽州・廉州・恵州の海岸に多かったが、現在は香港・澳門が
多い。第三は韓江流域、韓江の上流に蜑民が多かったが、近年では大幅に減少している。その原因
としては、韓江の水流が浅くて激しくなったためと考えられる。もしくは客家と潮州人が蜑民の生
業をうばったことであろう。広西では梧州から南寧に至るまでの大江、及び梧州から柳州にかけて
の北江に蜑民の足跡がある」73と述べている。この見解は概ね同意できるが、本節の検討結果に基
づき、蜑民の分布地域をさらに加えることができる。民国期の福建省人口調査が示しているように、
福州を中心とする閩江流域の河岸・海岸と泉州湾を中心とする泉州・興化、及び厦門や漳州を中心
とする閩南沿海域の付近に多くの蜑民が集まっていた。さらに注目したいのは、福建蜑民の分布は
閩江の上流一帯に位置する南平・建甌・順昌・光澤・建陽・泰寧に及んでいる点である。なお、新
中国の成立以後について付言しておくと、陸地定住化の政策が実施されたことによって、蜑民の分
布地域は縮少に向かう。
おわりに
　本稿では、蜑民の出現・人口数及び地理的な分布について先行学説を再検討しながら考察してき
た。結論は次のようにまとめられる。
　まず、晋代に蜑（蜒）という集団が文献にあらわれるが、水上居民の意味は含んでいないようで
ある。水上生活を行う蜑民が史料に登場するのは唐宋以後のことである。蜑民の起源については諸
説が林立しているが、盧循残党説、モンゴル・色目人種説、陳友諒部下説、李自成残党説はいずれ
も信憑性が低い。一方、蜑民は生活習慣・風俗などの方面で古越人とよく似ており、地理的な分布
においても古越人と重なるところがある。よって、蜑民は古越人を母体としていた可能性が非常に
高い。しかし、蜑民は古越人のみから構成されたものとは言えない。中には他地域から南遷したも
のや、朝廷の脅威から逃れるため水上生活を始めたもの、その他の少数民族も含まれているであろ
う。彼らは土着の古越人を母体としつつ、時間の経過に伴い他域から移住した人々などと次第に同
化し融合した存在ということができる。
　次に、蜑民の人口については、史料不足のゆえに、具体的な数を確定することは不可能である。
だが、その概数は知ることができる。明清代の地方志などの文献からすると、明初における広東の
高要・潮陽・香山・儋州四県の蜑民合計は約5661戸、広州の男性蜑民は少なくとも10000人であり、
正統〜萬曆年間における両広蜑民の合計戸数は約3300であった。清代における広東蜑民は少なく見
積もれば約12752戸、多く見積もれば約15826戸、広西の蜑民は約428戸以上が存在した。民国に入
ると、政府が人口調査を実施した。その結果は22万人にのぼるが、自ら公安局へ来て登記料を支払
うことを要求するという不適切な方法から得られる蜑民人数は、実際より少ないに違いない。しか
73　前掲『疍民的研究』、52-54頁。
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し、明清に比べて相当に多い数となっていることは確かである。新中国の初期に行われた民族識別
をきっかけに、広東省、福建の一部及び梧州市に住む蜑民について調査が始まった。これらの報告
結果を合計すると、93万人以上を数える。この調査が行われた1950年代のはじめは社会混乱の時期
に当たるため、この人数はそれ以前を大幅に下回るものであろう。このことから、1930年代の戦乱
期以前における全中国の蜑民は少なく見積もれば100万人、多く見積もれば200万程度と推察される。
　蜑民の地域分布に関しては唐宋から明清にかけて変化があり、清末より民国にかけても変化が
あった。即ち、蜑民は明代以前においては広州・廉州・欽州・福州などの沿岸に集中していた。明
清代では広東を中心にして広西の西江流域と福建の閩県・侯県及び沿海域に分布していた。清末の
五港開港と香港島割譲に伴って広州・香港・厦門・福州の蜑民は激増したと推定される。民国にな
ると、福建では閩江流域の沿岸、泉州湾と閩南沿海域に蜑民が分布する。広東では珠江流域と沿海
一帯に多かった。広西では西江と北江に蜑民が存在する。新中国建国以後、政府による蜑民の陸上
定住化政策が行われたため、蜑民の分布範囲は縮小し、人口も減少する。
　最後に、本稿で十分に議論できなかった問題として、海禁政策との関係が挙げられる。明清時代
の海禁政策は、蜑民の人口と地域分布に影響を与えたはずである。これについては稿を改めて論じ
ることとしたい。
